
  令和４年度２月（第２回） 大学院看護学研究院・大学院看護学研究科・看護学部 教授会  

議事概要 

 

１．日   時  令和５年２月１５日（水） 

２．場   所  講義・実習室 

３．出 席 者  研究院・研究科・学部教授会 構成員３１名 

欠 席 者   １名 

 

議事に先立ち、研究院長から、２月１０日に実施した大学院入試（博士前期課程第３回・博士後期課

程第２回目）への協力について、謝辞を述べられた後、引き続き前回（令和４年度２月（第１回）大学

院看護学研究院・大学院看護学研究科・看護学部教授会）議事要旨（研究院内用）・議事概要（学外公

開用）について確認があり、原案どおり承認された。 

 

４．研究院議題 

（１）大学院看護学研究院附属看護実践・教育・研究共創センター長候補者の選出について 

研究院長から、１月１８日（水）開催の教授会で承認された標記センター長候補者、について投票

により選出したい旨発言があり、単記無記名投票によること及び有効投票（白票は有効投票）の過半

数を得る必要があることが確認され、続いて２名の選挙立会人を指名し、投票を行った結果、学長へ

推薦するセンター長候補者が決定された。 
 

（２）大学院看護学研究院附属専門職連携教育研究センター長候補者の選出について 

 研究院長から専門職連携教育研究センター長候補者について、現センター長を、学長へ推薦するこ

とについて説明され、承認された。 

 

（３）看護学研究院の建物使用方針および具体的な使用（案）について           

   看護学研究院建物使用プロジェクトリーダーから、これまでの経緯と今後の建物使用方針について

資料に基づき説明があり、原案どおり承認された。 

 

（４）看護実践・教育・研究共創センター運営協議会委員の選出について 

看護実践・教育・研究共創センター長から、４号委員（看護学研究院以外の学内学識経験者）の選出

について、資料に基づき説明があり、原案どおり承認された。 

   

５．研究科議題 

（１）令和４年度看護学研究科博士後期課程（３月修了）修了判定（案）について 

大学院教務委員長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、８名を修了者とすることが承認さ

れた。 

 

（２）令和４年度看護学研究科博士前期課程（３月修了）修了判定（案）について 

   大学院教務委員長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、２４名を修了者とすることが 

承認された。内訳は以下のとおり。 

【旧カリキュラム】看護教育学：１名 

【新カリキュラム】看護学コース：１４名 



     看護実践学コース 看護管理学 P：６名 高度実践看護学 P：１名 特定看護学 P：２名 

 

（３）令和４年度看護学研究科修士課程（３月修了）修了判定（案）について 

大学院教務委員長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、９名を修了者とすることが承認さ

れた。 

 

（４）令和５年度看護学研究科博士前期課程（第３回）・博士後期課程（第２回）入学試験合否判定  

大学院教務委員長から、「千葉大学大学院看護学研究科（博士前期課程）入学試験合否判定に係る申 

し合せ」に基づき作成された「令和５年度大学院看護学研究科 博士前期課程（第３回）入学試験合 

否判定資料」について説明があり、審議の結果、看護実践学コース２名を合格候補者とすることが承 

認された。 

引き続き、大学院教務委員長から、「千葉大学大学院看護学研究科（博士後期課程）入学試験合否判 

定に係る申し合せ」に基づき作成された「令和５年度大学院看護学研究科 博士後期課程（第２回入 

学試験合否判定資料」について説明があり、審議の結果、４名を合格候補者とすることが承認された。 

     

（５）令和６年度大学院入試に係るスケジュール（案）について     

大学院教務委員会入試部会長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。                          

 

（６）令和６年度看護学研究科博士前期課程口頭試問型選抜・一般選抜（第１回）募集要項（案）について   

大学院教務委員会入試部会長から、令和５年７月８日（土）実施予定の標記入学者選抜に係る募集 

要項について、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

（７）令和５年度（２０２３年度）看護学研究科履修案内（案）について        

大学院教務委員長から、変更点など資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。                                      

  

（８）特別聴講学生の受入れ（案）について 

大学院教務委員長，学部教務委員長から、GRIP に伴う博士前期課程２名・学部生８名の特別聴講学 

生の受入れについて、資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。 

 

（９）令和５年度看護学研究科における時間割（案）について   

大学院教務委員長から、変更点などについて資料に基づき説明があり、審議の結果、原案どおり承

認された。 

                         

６．学部議題 

（１）令和４年度卒業判定（案）について 

学部教務委員長から、資料に基づき説明があり、審議の結果、８０名の卒業が承認された。 

 

（２）特別聴講学生の受入れ（案）について  

  ※研究科議題（９）と同様 

 

（３）令和５年度個別学力検査（前期日程）実施細目（案）について           

学部入学者選抜委員長から、学力検査室、面接室及び監督者、面接担当者等について資料に基づき



説明があり、審議の結果、原案どおり承認された。なお、入学志願者数は１７２名であった。 

 

７．報告事項 

（１）次期大学院看護学研究院長（看護学研究科長・看護学部長）について  

 研究院長より、次期大学院研究院長について、資料に基づき報告があった。 

 

（２）教員の海外渡航について                         

   令和５年２月分の２件について、資料配付により報告された。 

 

（３）受託研究等の受入れについて                        

   受託研究等の受入れ（令和５年２月分：１件）について、資料配付により報告された。 

 

（４）令和５年度ティーチング・フェロー（TF）の推薦について 

大学院教務委員長より、令和５年度の推薦者について、資料に基づき報告があった。 

 

（５）令和４年度看護学研究科修士研究報告会時間割の変更について 

大学院教務委員長より、時間割の一部変更について、資料に基づき報告があった。             

 

（６）令和４年度看護学研究科部局長表彰者について          

大学院教務委員長より、表彰者の博士前期・修士課程１名、博士後期課程１名について、資料に基

づき報告があった。 

 

（７）令和４年度看護学研究科 ENGINE 実施状況について                               

大学院教務委員長より、修了生の ENGINE 実施状況について対象者の受講内訳（３６名中１名がイ

ギリスへ現地渡航、その他の学生は代替措置）の報告があった。 

 

（８）令和５年度に係るコース・ナンバリング等の見直しおよび更新について 

 コース・ナンバリング、DP・CP、カリキュラム・ツリーについて、資料配付により報告された。 

 

（９）学位記受領代表者の選出について                       

大学院教務委員長より、令和５年３月２４日（金）に挙行される大学院修了式における、受領代表 

者を１名選出したことについて、資料に基づき報告があった。 

 

（１０）大学院カリキュラム評価：修了後評価について（案・２月版） 

    大学院教務委員長より、修了後調査の目的、方法などについて、資料に基づき報告があった。 

   

（１１）論文作成に関わる留意点                        

    大学院教務委長より、留意点の内容について、資料に基づき報告があった。 

 

（１２）令和５年度共用スペース（案）について                  

研究院長より、共用スペースの使用用途について、資料に基づき報告があった。 

    



 

 

（１３）亥鼻地区停電事故について                         

施設環境部 建築環境課長より、令和５年１月１９日（木）の停電事故原因と今後の対応につ 

いて、資料に基づき報告があった。 

 

（１４）教育研究評議会（２月９日）について                 

 資料配付により報告された。 

 

（１５）各種委員会報告について                          

    ・学生生活支援委員長より、卒業予定学生の附属病院内定辞退についての、経緯と今後の対応に

ついて説明があり、学生へは４月のガイダンスにて説明し、教員へは次回の教員懇談会にて説明

を行うこととなった。 

    ・学術推進企画委員長より、令和５年２月２２日（１７時～１８時）開催の教員専用 Web セミナ

ー「国際ジャーナルに投稿しよう」についてお知らせがあった。 

    ・国際活動委員長より、Moodle 上で公開中の国際セミナーの閲覧と、アンケート回答についてお

知らせがあった。 

 


